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道具類の共同購入（組合初の取組）

組合では、昨年度、実施した「道具類の共同購入に係る調査」結果に基づき、初めて、京都府補助事業（伝

統産業基盤支援事業費補助金）を活用した道具類の共同購入を行いました。

4 事業所から「刷毛」、「彩色筆」、「伸子」等の要望があり、京都府に申請したところ、申請額通りの内示（助

成補助率 1 ／ 3）があり、10 月には各事業所に道具類の配布が完了しました。 

ただ、今回要望があった型染用の大丸刷毛については、製作者が廃業等により見つからず、今後の型

染制作への差し迫った支障が生じていることが判明しました。東京など他産地とも連携し、また、伝統

的工芸品産業振興協会にも働きかけを行い、友禅制作に穴が生じないよう力を尽くしていきます。

令和７年度京友禅チャイナドレス用生地意匠開発事業の進捗と今後の予定

組合では昨年度から海外向けの新商品開発事業として京友禅チャイナドレス用生地の試作に取り組ん

できましたが、本年度は、受注につながるよう作品のレベルアップを図るため、エンドユーザーのニー

ズを熟知した専門家の指導を得て、制作を進めています。現在、11 事業所による染加工が終わり、制作

された染生地 20 点中 5 点をチャイナドレスに縫製、試作品は 12/4( 木 ) ～ 12/6（土）第 35 回中国（杭

州）国際紡績服飾サプライチェーン博覧会（杭州国際博覧会センタ－）で現地のバイヤー等に向けて展示・

求評すべく取組を進めています。

また、京友禅総合展 2026 でも公開を予定しています。



「2026 友禅総合展」作品用生地の提供及び白生地選品会開催

京友禅競技大会の今後のあり方の検討を開始

本年３月に実施した「京友禅競技大会」の反省会の中で、来場者が例年より大きく減少し、さらに入

賞しても発注に繋がらないと出品者からも課題を指摘するご意見がありました。組合では、こうした事

から今後の競技大会のあり方を見直すことが必要と考え、アンケート調査を実施し、24 事業所から回答

をいただきました。　主な内容は次のとおりです。

１）競技大会の目的及び現在の効果 

・競技大会で作品の優秀さが認められ、売上増につながる事が重要と考える者が多い。 

・しかし、現実には入賞が受注増に直ちにつながっている状況とはなっていない。 

２）組合員にとっての出展理由 

・組合メイン事業の認識が広く浸透しており「理屈抜きに出展」必要との意見が多い。 

・組合からは出展に向けて手厚い助成措置があるが、助成がなくても出展する意向が多い。 

３）今後の京友禅競技大会のあり方 

（組合員の 75% が「委託加工」（販売を問屋等に頼っている）状況だが） 

・来場者ターゲットを織商等問屋関係で良い（Ｂ to Ｂのみ）とする意見は少数 

・「織商関係者メインターゲットとしつつ可能な範囲で一般来場者増めざす」と「土・日開催等に

より一般消費者を対象に需要創出の場への転換を求める」意見が拮抗 

組合では、この結果を受けて更に検討を進めるため「京友禅競技大会のあり方検討委員会（委員長：

山田理事長以下 12 人で構成）」を設置し、10 月 2 日（木）には第 1 回の会議を行い、全委員からご意見、

要望をうかがいました。

　今後、友禅業の振興や業況回復に少しでも寄与するよう日程や会場の見直しなどを含め、具体的に協

議を進めていく予定です。

9 月 26 日（金）に、来年 3 月に開催する「2026 京友禅総合展」出品作品用の白生地選品会を友禅ビル

で行い、組合員 19 事業所に参加いただきました。

白生地選品会は、丹後織物工業組合に協力を仰ぎ、例年実施しているもので、丹後織物工業組合に用意

いただいた白生地 73 点の中から組合員に 2 点を選んでいただき、総合展に向け作品づくりを進めてい

ただくものです。

参加の組合員は、自社の特徴にあった生地を真剣に選品されていました。

< 発表 ･ 展示 >

令和 8 年 3 月 6 日 ( 金 ).・7 日 ( 土 ) 

2026 京友禅総合展（第 77 回京友禅競技大会）

京都経済センター 2 階「京都産業会館ホール」



友禅ビル外壁塗装工事完了

　本年度の事業計画及び予算に基づき進めていた友禅ビルの外壁塗装工事が無事完了しました。

	 ・工　期　：8 月 3 日（日）～ 10 月 10 日（金）

	 ・施行業者：㈱ NSRT’S　　　　	 　※資産管理委員会が複数の候補業者から選定 

	 　

	

 

	 【改修　中】	 【改修　後】

第 44 回ボウリング大会」開催

8 月 29 日 ( 金 )、組合員事業委員会（吉江康二委員長）による第 44 回ボウリング大会が、ＭＫボウル上

賀茂で開催され、33 名の参加がありました。

吉江委員長の始球式に続いて、団体戦・個人戦に分かれて競技が行われ、2 ゲームのトータルにより順

位が競われました。投球ごとに歓声がこだまし、例年以上の盛り上がりとなりました。

競技結果の上位は次のとおりとなり、団体戦は㈱ヤスダ B チームが、個人戦は大矢博司氏 ( ㈱関谷染色 )

が優勝されました。

団体戦成績（敬称略）		  個人戦成績（敬称略）

優　勝　㈱ヤスダ B	 （789 点）	 優　勝　大矢　博司（㈱関谷染色）	（261 点）

準優勝　㈱ヤスダ A	 （720 点）	 準優勝　山本　泰幸（安藤染工）	 (256 点）

３　位　池田染工㈱ D	 （662 点）	 ３　位　関谷　幸英（㈱関谷染色）	 (253 点）

「人手不足の中での人材の確保と定着」研修会報告

9 月 25 日 ( 木 )、内藤義弘社会保険労務士を講師に迎え、友禅ビル

で開催し、当日は 11 名の参加がありました。研修会では、業界の

状況に近づけた内容で人手不足の状況がグラフ等を用いてわかりや

すく説明され、参加者アンケートでも「わかりやすい」「知ってよかっ

た内容があった」など高い評価がありました。また、質疑応答の時

間では、参加事業所が抱える身近で実践的な課題について認識を深

めていただき、就業規則の取り扱いなど直ちに活かせる「学び」な

どがあった等の感想もいただきました。



中央会　創立 70 周年記念表彰

京都府中小企業団体中央会会長表彰に岡山摩紀氏

京都府中小企業団体中央会は、創立 70 周年を迎える中、6 月 20 日（金）に開催された「記念式典」

で組合役員功労として副理事長・岡山摩紀氏が京都府中小企業団体中央会会長表彰を受けられました。

～～ 組 合 の う ご き ～～

令和 7 年 6 月１日～令和 7 年 9 月 30 日

山田理事長の出席行事

		 6 月	 2 日	 京染・精練染色研究会委員会　　

			  4 日	 京都伝統産業交流センター　理事会

			  〃　	 和装財団　理事会

			  11 日	 宮崎友禅翁顕彰会　役員会・法要

			  13 日	 全国染色協同組合連合会　総会

			  20 日	 中央会　三役会・通常総会・

				   創立 70 周年記念式典

			  26 日	 京友禅連　理事会・総会報告会

		 7 月	 3 日	 京友禅連伝統工芸士会　通常総会・講演会

			  4 日	 伝産協会　理事会

			  7 日	 京染・精練染色研究会　総会・研究	

				   　例会・交流会　

			  8 日	 中金会　役員会・通常総会・講演会

			  9 日	 京都工芸研究会 3 研究会統合 10 周年

				   　記念式典・記念講演会・記念祝賀会　

			  10 日	 京都市伝統産業の日実行委員会

			  29 日	 京友禅振興協議会　理事総会

			  30 日	 京友禅連　正副理事長会・理事会

		 8 月	 1 日	 日図　京都こども美術展表彰式

			  5 日	 中央会　三役会・理事会

			  21 日	 京友禅連　役員会・懇親会

		 9 月	 1 日	 第 4 回京都染と織の展覧会打ち合せ

			  2 日	 第 31 回ファッションカンタータ開催委員会

			  9 日	 中央会　総合政策・事業委員会

			  11 日	 全国和装学院との面談

			  16 日	 中央会　三役会・理事会・役員納涼会

			  24 日	 京友禅連　正副理事長会・理事会

鷲見副理事長の出席行事

		 7 月	 8 日	 日図　京都こども美術展最終合同審査会

		 9 月	 16 日	 日図　日図展審査会

 

池田名誉相談役の出席行事

		 6 月	 4 日	 商工会議所　繊維・染織部会議員懇談会、部会会議、講演会

			  17 日	 商工会議所　常議員会

			  24 日	 京都府総合見本市会館　定時評議員会

		 7 月	 22 日	 商工会議所　常議員会・通常議員総会・講演会

		 9 月	 16 日	 商工会議所　繊維・染織部会正副部会長会議、議員懇談会

			  24 日	 商工会議所　常議員会


